
運動部活動に取り組む高校生アスリート及び関係者の皆さんへ
　毎年夏に開催される全国高等学校総合体育大会（インターハイ）は、昭和38年に第1回大会が開催

されてからすでに半世紀が過ぎ、運動部活動に取り組む高校生アスリートにとって最高の舞台であると

ともに、開催地の高校生が高校生活動を通して大会に関わるなど、多くの国民の皆さんに勇気と希望、

そして感動を与える国民的行事として成長してきました。

　全国47都道府県から6,000校以上、3万6千名余りの選手、監督・コーチが参加し、60万人以上の観

客数を数える全国規模のスポーツイベントであり、オリンピックや国際大会等で活躍する我が国の多く

のトップアスリートがインターハイに出場し競い合うことで更なる飛躍を遂げるなど、競技力の向上にも

大きな貢献をしてまいりました。

　さて、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催決定に伴い、2020年（平成32年度）

インターハイについては、当初予定していた北関東4県での全30競技の開催が困難な状況になり、

一部競技を除き全国各地に分散して開催しなければならない事態が生じています。

　オリンピック･パラリンピックの東京開催という国家的プロジェクトの一方で、現在、2020年（平成32

年度）インターハイの開催そのものが危ぶまれるという大変厳しい状況にあります。

　とりわけ、分散開催での開催経費が大きな問題となっています。これまでのように開催地からの負担

金･補助金だけに頼るのではなく、全国高体連としても開催経費を確保することが必要になりました。

　すでに半世紀が経過し我が国のスポーツシーンの中で大きな役割を果たしてきたインターハイを

中止せずに実施することにより、インターハイを目指し、日々真摯に取り組んでいる高校生アスリート

の出場の機会が奪われてしまうことだけはなんとしても避けたいと考えています。

　全国高体連では、2020年のインターハイを支障なく開催するため開催経費確保に向けた「2020

インターハイ特別基金」制度を平成28年度より立ち上げ、高校生の皆さんをはじめ広く協力をお願い

してきました。現在、日々運動部活動に取り組む高校生の皆さんが2020インターハイに直接かかわ

ることはありませんが、2020年の高校生アスリートにとっての最高の舞台が失われてしまうことのな

いよう、昨年度に引き続き「2020インターハイ特別基金」への協力をぜひよろしくお願いします。
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（1）　この基金はあくまで日々インターハイを目指し運動部活動に取り組んでいる生徒の皆さんの意思と自
主的判断に基づいて協力をお願いするものであり、強制ではありません。

（2）　趣意書にも記載しましたが、全ての競技を中止することなく平成32年度インターハイを開催するため
に、皆さんの貴重な基金を活用させていただきたいと考えています。金額に多寡はありませんが目安とし
て一人一口100円程度をお願いできればと考えています。

（3）　大会を開催する直前の平成32年6月までの4年3ヶ月の間に基金総額7億円を目標額として取り組ん
でまいります。

（4）　皆さんからご協力いただいた基金は全額を平成32年度インターハイの大会開催経費に充当させてい
ただきます。

（5）　本特別基金については、運動部活動に加盟・登録している高校生の皆さん以外にも次のように多くの
皆様からの協力もお願いしています。

　　　①運動部活動のＯＢ・ＯＧ、保護者、運動部活動関係者、一般市民の皆様
　　　②高校スポーツに対し深い理解と支援を標榜する民間企業や法人・団体等の皆様

（1）　本来ならお一人ずつ個人での受付にすべきところですが、事務処理の都合上、各学校、部活動ごとに
まとめての受付にさせていただきたいと考えています。

（2）　都道府県高体連または都道府県高体連各競技専門部を通じて配布される本連盟所定の「払込取扱票
（加入者負担）」に必要事項（学校名、学校コード番号（大学入試センターの高校コード番号）、競技種目
（部活動）名、部活動コード、人数等）を記入いただき、ゆうちょ銀行の窓口等で本連盟が開設した口座に
払い込んでください。配布する払込取扱票（赤色）で払い込む場合、払込手数料は不要です。

（3）　各学校の部活動ごと（場合により複数の部活動）に協力いただける基金を取りまとめていただき、本連
盟が開設する口座にお払い込みください。
　複数の部活動でまとめて払い込む場合は、代表の部活動名・コードを払込取扱票に記入してください。

（4）　学校ごとに一括して基金を取りまとめていただく集約方法を選択している都道府県高体連に加盟して
いる学校が払い込む場合も、同様にお払い込みください。なお、払込取扱票の部活動名・コードの記入は
不要です。

（5）　払込取扱票の右側部分（振替払込請求書兼受領証）をもって、領収書に代えさせていただきます。

「2020インターハイ特別基金」募集要項

問い合わせ先

（公財）全国高等学校体育連盟　
〒100-0003　東京都千代田区一ツ橋1-1-1パレスサイドビル2F
電話　03-6268-0027　ファクシミリ　03-6268-0028
Ｅ-mail　info@zen-koutairen.com　URL;http//www.zen-koutairen.com/

特別基金の趣旨について

基金の受付・お払い込みの方法について

▼学校コードは、大学入試センターが設定している高等学校等コード表にある6桁のコードを
　記入してください
　 ・ コードは大学入試センターまたは全国高体連のホームページから検索することができます。

▼部活動コードは、下表を参照して記入してください
01
02
03
04
05

陸上競技
体操・新体操
水　泳

バスケットボール
バレーボール

06
07
08
09
10

卓　球
ソフトテニス
ハンドボール
サッカー
バドミントン

11
12
13
14
15

ソフトボール
相　撲
柔　道
ボート
剣　道

16
17
18
19
20

レスリング
弓　道
テニス
登　山

自転車競技

21
22
23
24
25

ボクシング
ホッケー

ウエイトリフティング
ヨット

フェンシング

26
27
28
29
30

空手道
アーチェリー
なぎなた
カヌー

少林寺拳法


